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令和４年第１回教育委員会会議 

令和４年１月１９日 

 

午前 ９時５９分 開会 

１ 開会宣言 

○廣瀬教育長 それでは、定刻となりましたので、ただいまから令和４年第１回教育委員

会会議を開会いたします。 

 会期は本日限りといたします。 

 本日の会議の欠席者を教育総務課長から報告をお願いします。 

○杉本教育総務課長 本日、欠席者はおりません。全員出席でございます。 

○廣瀬教育長 傍聴者はいらっしゃいますでしょうか。 

○北川教育総務課主幹 傍聴者はおりません。 

 

２ 会議録の承認 

○廣瀬教育長 さきにお渡しをしております、令和３年第１３回及び第１４回の会議録に

ついて、何かございますでしょうか。 

 特に発言はございませんので、よろしいでしょうか。それでは、承認といたします。 

 

３ 会議録署名者の決定 

○廣瀬教育長 それでは、会議録署名者の決定に移ります。 

 お諮りいたします。 

 本委員会の会議録署名者として、伊藤委員と鈴木委員とでお願いしたいと思いますが、

御異議ございませんでしょうか。 

（「異議なし」の声あり） 

○廣瀬教育長 御異議がございませんので、提案どおり決定といたします。 

 

４ 議事 

（１）請願 

 請願第１号 公立学校における「１年単位の変形労働時間制」の導入を行わないことを

求める請願について 
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○廣瀬教育長 それでは、これより議事に入ります。 

 本日の議事は２件、請願１件、報告事項１件です。 

 請願については、令和３年１２月２４日付で、公立学校における「１年単位の変形労働

時間制」の導入を行わないことを求める請願書の提出を受けたことから、四日市市教育委

員会会議規則第７条第２項に基づき、本日、審査を行うものでございます。 

 それでは、まず、請願第１号、公立学校における「１年単位の変形労働時間制」の導入

を行わないことを求める請願についての説明をお願いいたします。 

○稲垣学校教育課長 それでは、ただいま議長からお話がありました請願についての御説

明をさせていただきます。 

 ２５分の４ページをご覧ください。請願者は、みえ教育ネットワーク教職員ユニオン、

いわゆる教職員の組合団体からの請願でございます。 

 ２５分の５ページに参ります。請願の要旨としましては、公立学校における１年単位の

変形労働時間制の導入を行わないことを求めています。 

 請願の理由としましては、このたび県議会で行われました公立学校職員の勤務時間、休

暇等に関する条例の一部を改正する条例案が採択されました。これはいわゆる勤務時間条

例と短縮して呼ばせていただくものでございますが、その条例が改正されたことにより、

１年単位の変形労働時間制が適用できるようになりました。請願の理由の中で、教職員へ

の負担のさらなる増大と、学校運営上の支障があることという２つの理由によって、導入

を避けるべきであると考えますと書かれております。 

 以上、言わせていただいたようなことが、（１）、（２）として示されてございますの

で、こちらを御参照になっていただければと思います。 

 ２５分の７ページを御覧いただけますでしょうか。 

 本請願に関しての１年単位の変形労働時間制について、説明させていただきます。そも

そも変形労働時間制の導入の意義としましては、長期休業期間、いわゆる夏休みに、休日

を週休日で確保することです。つまり、週休日の算定をするということです。教師のリフ

レッシュの時間等を確保して、児童生徒に対して効果的な教育活動を行うこと、そして、

学校における働き方改革を総合的に進める１つの選択肢となることがこの制度導入の意義

でございます。 

 簡単に制度の概要を説明させていただきますと、教職員の勤務時間というのは７.７５
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時間、おおむね８時間の勤務時間がございます。そこに１日２時間を最大として勤務時間

の延長することが可能となります。ここの米印にありますが、延長できる所定の勤務時間

は年間４０時間程度。１日２時間を上限としますので、４日延長をすれば１日分の週休日

がまとめ取りできるという制度です。年間４０時間程度ということですので、年間最大５

日程度の週休日が設けられ、夏休み等にまとめ取りすることができるということです。 

 （１）の２つ目は、各教育委員会及び学校が、それぞれの状況に応じ、本制度を活用す

るかどうかを選択するものです。導入はするものの、活用するかどうかということは教育

委員会と学校が協議をしながら進めてまいります。 

 本制度の活用を選択した場合、教育職員との対話などを通じて校長が勤務時間の割り振

りを計画し、各教育委員会が認定します。対象となる職員は、主に教員で、次のページに

行っていただきますと、（３）の勤務時間の割り振り等の②については、今までもそうで

すが、時間外在校等時間の上限に関するガイドラインというのが出ております。それを次

年度からは、上限時間の適用について、通常は４５時間のところを、１か月間の在校等時

間を４２時間、年間３６０時間を３２０時間に措置を講じるということです。 

 その対象者については、前年度において、時間外在校等時間が上限時間の範囲内である

ことが前提であると示されております。つまり、来年から導入する場合、本年度の総勤務

時間の時間外が３６０時間以内の人が対象者になってくるということです。それ以上時間

外勤務をしていた人は、まずは時間外勤務時間を減らす努力をしてくださいということが

前提ですので、導入をした際には、その対象者となる職員の絞り込みといいますか、教育

委員会等が持っているデータと、学校の校長先生の働き方改革の一助になるようにという

ので、対話をしながら運用をしていきたいと考えております。 

 以上で説明を終わります。御議論をよろしくお願いします。 

○廣瀬教育長 ただいまの説明につきまして、まず御質問があるところ、よろしいでしょ

うか。 

○伊藤委員 １つ確かめさせてもらいたいことがあって、これは資料にも書かれています

ように、教育職員という言い方をしていることとか、対象者の場合、事務職員は対象外と

いうことなんでしょうか。これ以外にもいろんな、学校には勤めている職員がおると思い

ますけれども、こういう職種、こういう職員は対象だけれども、それ以外はそうじゃない

ということでしょうか。それから、もう一つは、今、時間の説明がありましたけれども、

前年度に月４５時間、年３６０時間以内という条件があって、見込みとして文科省が言っ
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ているのは、月４２時間で、それから、年は３２０時間以内の見込みがないとこれは対象

にはならないんだというような言い方をしているんですけれども、この辺りは、職員が対

象かどうかということと、今、四日市においては、結構、７割近くが恐らく３６０時間以

上になっているんだろうと思うんですが、その辺りは、現状、前に頂いたビジョンの冊子

の中に途中経過までは入れてあるんですが、その後、もうちょっと分かっているようなこ

とがありましたら、加えて教えていただけるとありがたいですけれども。 

○稲垣学校教育課長 まず、対象となる職員ですが、教育職員とあります。分かりやすく

言うと、教育職員免許法に定められた教員免許を所有している人が対象になってきますの

と、さらに勤務時間の割り振りがされている人、つまり、常勤といいますか、再任用教員

も含めた常勤の教員の方が対象になってくると思います。 

 事務職員等につきましては、いわゆる時間外勤務手当が支払われているところでござい

ますのでそういった職員は対象外になってきます。 

 対象の人数については、今のところ、委員のおっしゃるとおり、７割近くの方が来年の

対象外になっていく見込みです。まずは、その職員の日々の働き方について校長が管理を

していくものと考えております。現時点でその数字を持ち合わせていないことは申し訳あ

りません。 

○伊藤委員 もう一ついいですか。請願の中で年次有給休暇という言葉が出てくるんです

が、この付与は、先ほど言われたような、いわゆる常勤職員については全て同じなのか、

幾らか違いがあるのかとか、そういう部分はどうでしょう。 

○稲垣学校教育課長 年休の付与については一律になっているんですけれども、繰越がご

ざいますので、繰越を考えなければ一律のもの……。 

○伊藤委員 ということにはならない。 

○稲垣学校教育課長 再任用教員については、その勤務時間に合わせて案分をされており

ますので、年休の付与日数は違います。 

○廣瀬教育長 よろしいでしょうか。 

○豊田委員 この変形労働時間制で、学校における働き方の１つの選択肢になるものなん

だというふうに御説明いただいたんですけれども、具体的にはどういうメリットがござい

ますか。 

○稲垣学校教育課長 本制度を導入するメリットは、本制度自体を導入すること自体が、

日々の業務や勤務時間を縮減するものではありません。しかしながら、勤務時間を柔軟に
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設定するということによって、長期休業期間においては一定期間のまとまった休日、いわ

ゆる週休日の割り振りを行って、確保することについては、ほかの取組として実施する業

務の精選等も含めて、学校における働き方改革を進めるためのいわゆる１つの選択肢にな

ると思いますので、メリットは一定あると思っております。 

○廣瀬教育長 ほか、よろしいですか。 

○鈴木委員 １年単位の変形労働時間制を今はまだ取り入れていない状態なんですよね。

休みを５日間とか連続で、今の段階では取れるんですか、学校の夏休みとかそういうとき

に。もちろん調整はあるとは思いますけれども、今の現段階では取れないのか、取れるの

かというところは。 

○稲垣学校教育課長 今は、学校閉校日というものを定めておりまして、夏休みは、その

期間は学校を閉校として、その勤務については、年休あるいは週休日の振替、夏休み以前

にあった土曜授業で勤務したとか、部活動で大会に引率をしたとか、そういうことの振替

を、そこで取ってくださいというやり方をしております。ですので、そこで年休であった

りとか特休であったりとかいうことを利用していますので、連続の取得が不可能かといえ

ば、不可能ではなくて、連続取得をしてくださいねということをお願いをしている状況で

すね。 

○数馬委員 今の続きみたいなことなんですけど、導入することによって、今説明を受け

たようなことが規則化されるというか、そういうふうに考えればいいですか。 

○稲垣学校教育課長 おおむねはそう考えていただいて結構かと思います。その期間に連

続した週休日、５日だったら５日間を連続して取ることができる。最初から、１学期の時

間外というのは、変形労働時間で割り振られた多くの時間をそこでリフレッシュを図って

いただくというふうなことですので、計画的にそれができる。 

○数馬委員 もう一ついいですか。本年度、仮にこれが決まって、その後はどういう段取

りになるんですか。御説明では、各学校と教育委員会との話合いでこの制度をどう行うか

というのを決めるというところから始まるということでしょうか。 

○稲垣学校教育課長 進め方については、変形労働時間の割り振りというのは、これまで

も、修学旅行であったりとか、自然教室であったりとか、そんなときにはあらかじめ変形

労働時間を定めておいて、修学旅行へ行った１日目は、あなたは１０時まで働いてもらい

ますねというふうな割り振りをするわけです。そして、それを１か月以内に、勤務時間の

割り振りをしていたわけです。事務的な手続としては、変形労働時間についても、様式は
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変わるとは思うんですけれども、同じような運びにはなっていくと思います。それを年度

当初に計画を立て、最短というか、３０日前には、こちらとその計画を完結できるような

日程でいけるのかなと思っております。そんな事務的な運びにはなっています。 

○廣瀬教育長 ほか、御質問はよろしいですか。 

 なければ、採択に関わっての御意見をいただきたいと思うんですけれども。今の説明や

ら御質問をいただいたことを総合して、今回、この請願に対する、請願は導入を行わない

ことを求めるという趣旨でございますが、これにつきまして見解を私たちも決めていかな

いといけないと思いますので、御意見をお願いしたいと思います。 

○伊藤委員 変形労働時間制というのは以前からあって、今回、１年間、１年を通じての

割り振りをしていくというふうに、文部科学省は休日のまとめ取りのためにこれをやるの

だというふうに、一番の目的をそのように置いておりますけれども、何にしても、一番大

事なのは働き方改革をいかに進めるか。本市も、公立学校における働き方改革のバージョ

ン２というのが出ていて、これはビジョンの中にも盛り込まれているものですけれども、

これをやはり大事に考え、そして進めるということがまず大前提だろうと。学校業務がよ

りいろんな意味で多忙化することをきちっと見直して、超過勤務を縮減して時間を確保し

ていくということがここに書かれておりますけれども、これをまず本当にどう進めるかと

いうことで、勤務時間のことも考えていかなきゃならない。そういう意味で、この変形労

働時間制が一定有効な選択肢としてあるということについては、決して全てが悪いという

わけではないだろうというふうに思うんです。そういう意味では、これは導入したらあか

んのやというふうにすることについては、私としてはちょっと問題ありかなと思っており

ます。 

 ただ、実際、今の学校現場であるとかいろんなところで、１年単位の変形労働時間制を

導入した場合とかは、この有効性というものはやはり考えていかなきゃならない。よく言

われる、長時間労働をしていても見えにくくなる。いわゆる１日最大１０時間を割り振ら

れたときに、そういう働き方ができるのか、どの先生もやっていけるのかということもあ

ると思うんです。例えば、確かに育児とか介護の人たちへの配慮はすべきだとは言いつつ、

学校現場の範囲でいうと、それが前もって決まっている中で働いていくということが、現

実、どうなんだろうかといったこともやっぱり考えていかなきゃならないだろうなという

ふうには思います。 

 それから、まとめ取りも、実際、学校現場で本当に可能なのかなということもちょっと



 -7- 

気にはなります。特に、中学校においての部活動関係で、大会やいろんなこともあると思

うんですけれども、こういったことも含めて、かなりの長期のまとめ取りがやっていける

のかどうかということもしっかり見ていかなきゃならない。 

 それから、もう一つ気になるのは、先ほど言いましたように、職種といいますか、職員

によって違ってくるとか、労働時間の管理というものがかなり煩雑になっているというこ

とで、これは、どちらかというと、管理職や事務職員であり、こういったところの、労働

業務内容がより増えてということも考えられるので、この辺りをどうしていくかというこ

とも一定考えていかなきゃならないということが気になります。 

 そういう意味で、導入をした場合の、先ほども出ていましたけど、メリットとか課題を

きちっと整理しながら選択をしていけるように今後対応をしていく必要が出てくるのでは

ないかなと。 

 ただ、現実を見ますと、やっぱり、このコロナ禍の中で先行きが非常に見にくいという

こともあって、感染状況は今もどんどん増えておるわけですけれども、そういう中でこの

１年単位というのは、非常に対応しにくいなというようなことの現実もあるとは思います。

このことも含めて、現状や今後のことも含めて、しっかり考えながらしていくべきという

ふうに思います。 

 以上です。 

○廣瀬教育長 ありがとうございます。 

 ほか、御意見はよろしいでしょうか。 

 今の御意見について、不採択の方向の御意見だったかなとは思いますけれども、課題は

たくさんあるので整理していく必要があるというお考えですけれども、いかがでしょうか。

今、うなずいていらっしゃる委員も見えますし、請願の趣旨については一定は理解できる

ものの、現状において導入しないというふうな決定をするということについてはどうなの

かなというふうな御意見だったと思います。この有効性については、様々課題を整理しな

がら進めていかないといけない。特に１日最大１０時間というようなところまで設けられ

ていることについて、長時間勤務が見えにくくなるというような課題がある。ただし、働

き方改革を進める１つの選択肢としては、今、切り捨てる、これは導入しないというふう

に決めるものではないのかなというふうな御意見だったかなと思っております。 

 前提としては、先ほどのとおり、長期休業中の業務縮減も、部活動であったり、研修で

あったり、こういったものを整理しないと制度が導入できない。それから、一番基となる
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働き方改革、年３６０時間以内に時間外を縮減するというものについて、次の第４次ビジ

ョンにも掲げているこの取組を進める。こういったところと並行しながら、この制度の有

効な導入の方法について今後も検討を進めていく。そういった課題はありますが、この請

願については不採択とさせていただいてよろしいでしょうか。 

（「異議なし」の声あり） 

○廣瀬教育長 御異議ないようですので、先ほど申し上げた理由を基に不採択といたした

いと思います。 

 

（２）報告 

 １ 令和３年１１月定例月議会の報告について 

○廣瀬教育長 それでは、続きまして、報告事項に入らせていただきます。 

 令和３年１１月定例月議会の報告についての説明をお願いいたします。 

○松岡副教育長 資料は、上部に記載されております２５分の９ページをお開きください。

令和３年１１月議会の報告をさせていただきます。 

 まず一番最初に出てまいりますのが一般質問からになりまして、今回、９人の方から御

質問を頂戴いたしました。 

 まず最初にありますのが、公明党の山口智也議員からです。医療的ケア児の途切れない

支援体制構築をということで、支援体制の現状から３つの項目で御質問を頂戴しておりま

す。 

 １０ページへお進みください。 

 次に、荒木議員からは、生理の貧困を考えるということで、学校の女子トイレに生理用

品を常備することの検討状況ということでお尋ねをいただきました。 

 それから、次に、井上進議員から、通学路の安全を確保するため学校がどのような取組

を行っているのか、通学路の早急な安全確保ということでございました。 

 それから、次、１１ページをお願いいたします。 

 平野議員から、昨年ありました八街市の通学路での事故、これを受けた対策によって悲

劇の再発は防げるのかということで、通学路の設定でありますとか、トラックを使用する

事業者への連携について御質問を頂戴しております。 

 それから、次に、小田議員からは、選挙、若者の投票率アップ対策についてということ

で、学校での取組、あるいは投票に行き続けるためにどんな教育が必要かということで御
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質問を頂戴しております。 

 その次が、３段目、村山議員からは、パートナーシップ制度について、性的指向、性自

認に理解を深めるということで、教職員に対する研修の実施状況で御質問を頂戴しており

ます。 

 資料１２ページをお願いいたします。 

 次に、伊藤昌志議員からは、コロナ禍での人権を守ろうということで、マスク強要、そ

れから、ワクチン接種の同調圧力に対する取組でありますとか、もう一方は、オーガニッ

ク給食の導入についての考え方をお尋ねいただきました。 

 資料１３ページへお進みください。 

 中村久雄議員からは、新しい生活様式に基づく学校教育についてということで、５つの

項目から質問をいただいたというところでございます。 

 資料は１４ページをお願いいたします。 

 伊藤嗣也議員からは、タイトルは教育長に問うということですけれども、学校のＩＣＴ

活用推進についてということで、教員のスキルアップ、あるいは不得意な教員へのサポー

トについてということと、３点目は、そらんぽで提供されております各種サービスについ

ての御質問を頂戴しております。 

 資料１５ページをお願いいたします。 

 ここからは補正予算の内容になってございまして、項目を順次申し上げていきます。 

 １５ページは、補正予算で、学校業務サポート事業費についてということで、お三人の

方から御質問を頂戴しております。 

 次が、１６ページが、小学校英語指導員派遣業務委託費。 

 進めますが、１７ページが、個別学習支援ソフト使用料についていただいております。 

 １８ページは、学校給食室・保健室等空調設備整備事業費。 

 １９ページでは、高花平小学校改築整備事業費について御質問をいただきました。 

 ２０ページでは、博物館補助プロジェクター更新経費、２１ページは、図書資料整備費

についていただいております。 

 それから、２２ページは、中学校ＩＣＴ支援員配置業務委託費、それから、２３ページ

は、図書館施設総合管理業務委託費ということで御質問をいただいております。 

 最後、２４ページにおきましては、学校給食用の食材調達等業務委託費について御質問

をいただきました。 
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 それから、最後、２５ページを御覧いただけますでしょうか。先般策定いただきました

学校教育ビジョンにつきまして、パブリックコメント等、最終形の報告をさせていただき

ましたですが、特に質疑はなかったということと、最後に参考として書いてございますの

は、１２月８日の臨時会におきまして、文化財に関する事務を市長部局へ移管するという

四日市市教育に関する事務の職務権限の特例に関する条例の一部改正についてということ

で、この議案につきましては、異議なく原案を可決ということになりました。 

 以上が報告とさせていただきます。 

○廣瀬教育長 ありがとうございます。 

 資料については事前に目を通していただいているものとは思いますけれども、この中で、

ここをもう少し詳しく教えていただきたいとか、御質問等ございましたら、御発言をお願

いいたします。 

○伊藤委員 ちょっと教えていただきたいことがまず２点ぐらいあるんですけれども、９

ページの、医療的ケアサポーターということで、この件で、豊中市の事例を参考にという

言い方を議員はされているんですが、豊中市というのはどんなふうな取組をされているの

かというのを、分かりましたら概略でも結構ですので教えていただけたら。本市との違い

であるとか、より先進的な部分があったら教えていただけたら。 

 次、１４ページのＩＣＴ活用推進に関することなんですが、議員の言われている、ＩＣ

Ｔサポーターを派遣するＮＰＯには無償であるとか、支援員であるとかサポーターという、

これは以前の予算案でも出たと思うんですが、この辺りの内容がちょっとよく分かりにく

くて、どういうことなんだろうなという素朴なところの質問なんですけれども、まず２点

教えていただけたらと思いました。 

○稲毛教育支援課長 教育支援課、稲毛でございます。 

 まず、２５分の９ページ、医療的ケアサポーターの件でございますが、豊中市は、もう

随分以前より、豊中市立病院の看護師さんが教育委員会に常駐されています。常駐された

看護師さんが中心になって、医療的ケアサポーターを派遣されているということです。特

に議員が御指摘されているのは、四日市市も市立病院があるので、市立病院との連携をも

う少し進めたらどうかということでした。 

 ただ、本市においては、コロナの現状もございますので、そういった中で教育委員会に

看護師さんが常駐するというところまで、なかなか制度的にも一気に進めるというのは難

しいということです。看護師さんの御紹介をいただくとか、そういった形で連携を深めて
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いきたいということで市立病院とはお話をさせていただいております。 

 続きまして、２５分の１４ページ、ＩＣＴ支援員とＩＣＴサポーターということでござ

いますが、ＩＣＴ支援員に関しましては、業務委託ということで、現在、小中学校に月２

回程度、委託業者から支援員を派遣いたしまして様々な支援を行っていただいております。

一方、ＩＣＴサポーターは、ＩＣＴ活用実践推進校の小学校に、授業の子どもたちの操作

のお手伝いというふうな形で派遣をしております。額に違いがあるというところですが、

ＩＣＴ支援員は、年間を通した業務委託として予算を取っておりますし、サポーターに関

しては、報償費で支払っておりますので、その額がちょっと違うのではないかという御指

摘をいただいております。 

 以上です。 

○伊藤委員 その方には、そうすると、何らかの報償費は払われているわけですね。派遣

するＮＰＯに無償というふうな言い方をされているので。 

○稲毛教育支援課長 ＮＰＯの所属の方が、個人としてサポーターという形で派遣いただ

いております。 

○伊藤委員 個人単位でということですね。 

○稲毛教育支援課長 個人単位で来ていただいています。 

○伊藤委員 そういうことですね。 

○稲毛教育支援課長 はい。なので、報償費でお支払いしております。 

○伊藤委員 分かりました。 

○廣瀬教育長 ほかはよろしいですか。 

○伊藤委員 あと、もし１つ事例があればなんですけど、１１ページの登下校時に大型車

の通行によってどうこうということがありますが、市内で、子どもたちが登下校をするの

にこういう交通状況だから怖い思いをしているとか、ちょっと危険ではないかというよう

な指摘とか、何か報告はありますか。 

○小林指導課長 八街市の事故を受けて調査はしております。中学校も今集計しているん

ですが、まず小学校だけ、予算もつく関係で上げなければならないということで、約４０

０か所ぐらいの報告がありました。それについては、前もこの場でお伝えさせていただい

たと思うんですが、ヒヤリ・ハットとか、大型車が通るとか、また、車が飛ばしていくと

いう部分がありましたので、その報告はございます。 

 今の質問からちょっと発展するような内容になりますが、最近、気がつくと、子ども注
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意とか、線がちょっとずつ増えておるような気がするんです。私の家の裏も、今までそん

な線がついたことないのに、いきなり、子ども注意とぼんと書かれています。ですので、

ここの部分にも相当するところにもあるんですが、対応としては、管理者、それから、公

安というか警察も入った中で、それぞれ上がってきた箇所については合同点検を行いなが

ら、今回、いつも以上に対応はしていると感じています。 

○伊藤委員 ぜひよろしくお願いします。 

○廣瀬教育長 平野議員の御質問は、そもそも大型車の通学路への通行規制ができないの

かということなので、それは社会的に経済的な影響が多いので難しいという話です。ただ、

開発のときの大型車の通行については、学校と協議をしていただいたり、大規模店舗立地

のときにも、事前に搬送の車両とか工事車両の通行については学校と相談していただくよ

うにはしておりますので、そういったことについてもやってございますというようなお答

えもさせていただいているところです。 

○伊藤委員 業者によって、非常に丁寧にしていただくところと、やはり言っておかない

とというようなこともあるようなことを少し聞くこともありますもので。 

○廣瀬教育長 その辺り、引き続き進めていきたいと思っています。 

 ほか、御質問はよろしいでしょうか。 

○鈴木委員 今のにちょっと付け加えて。うちの近所でも、子ども注意とか、線が引かれ

ていて、自治会の方がしていただいているのかなと思ったんです。大人が子どもを守りた

いというのでそういうふうに意思表示をしてやっていただいているんですけれども、子ど

もが、それが書いてあるからといって道幅に広がって歩いていたりとかいうことがないよ

うに、学校の指導も、今こういうふうに地域の方がしていただいたからということで指導

を付け加えていただきたいなというふうに思いました。 

 以上です。 

○小林指導課長 そういういろんなハード面とソフト面というのは私たちが言わせていた

だいておりますけれども、学校としても、交通安全教室とか、そういうことも含めてしっ

かりと指導していくということについては、すごく重要なことだと思っておりますもので、

そこについても、今言われたことも含めて、学校に伝えていきたいと思います。 

○廣瀬教育長 ほか、よろしいでしょうか。 

 

５ 閉会 
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○廣瀬教育長 それでは、次回のことについて教育総務課長から御説明をお願いいたしま

す。 

○杉本教育総務課長 それでは、次回でございます。まず、１月２６日水曜日、９時より

第２回総合教育会議をいただきます。場所は、こちら、教育委員会室です。 

 それから、その後、１月２８日金曜日、１３時３０分より教育委員会定例会を開催させ

ていただきます。場所は、同じく、こちら、教育委員会室です。２８日、通常水曜日にお

願いしておりますが、この日は金曜日の１３時３０分ということでございますので、よろ

しくお願いいたします。 

 以上でございます。 

○廣瀬教育長 以上をもちまして、令和４年第１回教育委員会会議を閉会いたします。ど

うもありがとうございました。 

午前１０時４１分 閉会 


